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★大津地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「地域のつながりを再構築するために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 つながり 

隣近所のあいさつ運動に努めましょう。 

若い世代の参加を促すためアンケート調査の実施に向けて検討しましょう。 

地域活動の PR・お知らせの発信方法を再検討しましょう（SNSなど）。 

中間期 交 流 
家族で参加しやすいイベント（フリーマーケット・町民運動会など）の開催に向けて検討し

ましょう。 

終了期 担い手 
大津地区ならではのイベント（ジャンボ農作物大会・神輿・獅子舞など）の開催に向け検討

しましょう（将来の担い手の育成）。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐E 交流の場づくり、機会づくり 

 

住民のつながり（新旧住民・農家と非農家・世代間など）の希薄化を感じています。 

若い世代・子育て世代の地域活動への参加が少なく、将来的に地域活動の後継者の確保に危機感を

抱いています（伝統行事の存続など）。 

農業においても後継者不足に課題を抱えています。 

神社やお寺、フルーツやコウノトリのスポットと

して有名。商店・介護施設・警察・避難場所など

が東の方に集まっている。 

車に頼る生活で車がないと動けない。移動手段は

今後の課題。高速道路に避難所がある。渦潮高

校・四国機器にも防災グッズや備蓄品が置いてあ

る。子どもの遊び場が少ない 

…など 

人とのつながり 

昔からの住民が多く、おせっかい（住民同士のおつきあい）が残っている 

特産品・観光 

梨・れんこん・鳴門金時の全国的な産地（肥沃な土地・高品質） 

歴史・文化 

大幸若宮八幡神社の楠、大代古墳、神社のお祭りにアイドルが参加 

自然環境 

自然災害が少ない、コウノトリが飛んでくる 

…などなど 

大
津
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

大津地区の地域課題 

農業・工業・商業の融合地 
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大項目：移動手段「移動手段確保（買い物・通院等）のしくみづくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
健 康 

情報把握 

高齢になっても自分の足で活動できるよう健康づくりに努めましょう。 

地域に移動困難な人がどの程度いるのか、情報の把握を図りましょう（マップの作成など）。 

中間期 サービス 移動販売や往診などのサービスを地域に呼ぶことを検討しましょう。 

終了期 
しくみ 

づくり 

隣近所の御用聞きのしくみやボランティアによる移動手段確保のしくみづくりについて検討

しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐H・I 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐②‐O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

公共施設・商店・医療機関・福祉施設が地域の東に集まっており、車を利用して地域外の資源を利

用している住民も多い状況にあります。 

核家族やひとりぐらし高齢者・免許証返納者が増える中、交通の便が悪く、買い物・通院等におい

て移動手段の確保が課題となっています。 

大項目：防災・防犯「平常時からの「互近助（ごきんじょ）」づくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
つながり 

情報把握 

平常時からのご近所づくりに努めましょう（まずはあいさつから）。 

ひとりぐらし高齢者等の情報の把握・共有について検討しましょう。 

中間期 周 知 
各家庭での防災活動（情報収集・備蓄など）をすすめましょう。 

避難場所・避難所の確認と周知について検討しましょう。 

終了期 
しくみ 

づくり 

より多くの住民が参加できる訓練について検討しましょう（内容・日程・回数など）。 

地域全体のネットワークづくりに向けて検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37参照） 

Ⅰ‐①‐A・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐M 地域福祉ネットワークの構築 

 

住民には地震や津波に対する危機感はあり、実戦的な訓練を実施したいと考えていますが、積極的

な訓練参加者が少ないことが課題となっています。 

防災知識や避難場所・避難所について住民に周知・理解が不足していると感じています。 

消防団等の後継者・地域内のネットワークなど、組織体制に課題を抱えています。 


